
党員みんながとりくむ「４つの大切」
❶ 支部会議に参加します
❷ 「しんぶん赤旗」日刊紙を読みます
❸ 党費をきちんと納めます
❹ 学習につとめ、活動に参加します

　１８歳以上の日本国民で、日本共産党の綱領と規約を認める人は党員になることができ
ます。党員は、党組織にくわわって活動し、規定の党費を納めます。
　綱領と規約を読み、入党を希望される方は、「入党申込書」に記入し、お知り合いの
党員２人の推薦をうけ、入党費３００円をそえて申し込んでください。

　一人ひとりの人生は、たった一度きりしかない、大切な、大切なものです。
日本も世界も歴史の岐路にあるとき、そして資本主義というシステムをこのま
ま続けていいのかが問われているとき、あなたの大切な人生をどう生きるのか。
　社会の不合理を「仕方ない」と諦めるのでなく、見過ごすのでもなく、仲
間と連帯して変えようとする生き方。世界は混

こん
沌
とん
としていて「分からない」とし

てしまうのでなく、人類社会の発展の法則を学び、科学と理性を力にして歩む
生き方。人々の苦しみ、困難を自分の問題としてとらえ、その解決を求めてと
もに力をつくす生き方。
　それが、私たち日本共産党が１０３年の歴史を通じて貫いてきた生き方であ
り、未来に向かって一筋に歩もうと決意している生き方です。
　こうした生き方のなかにこそ、人間の本当の幸福があると、私たちは信じま
す。あなたが、日本共産党に加わり、歴史をつくる主人公として、社会進歩
をすすめる生き方へ踏み出すことを願ってやみません。あなたの入党を心か
らよびかけます。
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　いま、日本も世界も、大きな歴史の岐路にあります。この分かれ道を、
希望ある方向に進めるのか、それとも暮らし・平和・民主主義を壊す逆流
を許してしまうのか、それは主権者である国民のたたかいにかかっていま
す。日本の社会の明日を決めるのは、そして歴史をつくっていくのは、一
人ひとりの人間です。
　歴史をつくる主人公としてどう生きるのか、一人ひとりに問われる大切な
ときだからこそ、あなたに、希望の明日を切り開く生き方を選びとってほしい。
私たちは、そう心から願い、日本共産党への入党をよびかけます。

　「高市政権で、これから日本はどうなるのか、とても不安」―突然の
解散・総選挙によって衆院で３分の２を超える議席をえた高市政権が、憲
法改悪や大軍拡へ突き進もうとしていることに対して、不安の声が広がっ
ています。しかし、その足元を見るならばとてももろくて弱いのではない
でしょうか。この政権には、物価高に苦しむ国民の暮らしを守るためのま
ともな方策は何もありません。トランプ大統領の言いなりで大軍拡への暴
走に突き進むならば、日本とアジアの平和を壊すだけでなく、国民の暮
らしと日本経済も壊すことになるでしょう。憲法９条改悪に手をつけるなら
ば、平和を願う日本国民とアジア諸国民との大きな矛盾を広げることにな
るでしょう。
　日本共産党は、国民との共同を広げ、危険な政治に真っ向から立ち向

かいます。切実な要求の実現のために力を尽くします。あなたがかかえ
る不安を、危険な政治に立ち向かう力へと変え、新しい政治をつくる力へ
と変えてほしい。そのことを心から訴えます。

　いま自民党は、「政治の表面」では国会で多数を握っていますが、「社
会の深部」では国民との深い矛盾が広がっています。その根っこには、「財
界・大企業中心」「アメリカいいなり」という自民党政治の「二つのゆが
み」が、国民の要求とぶつかり合い、その矛盾がいまや「臨界点」に達
しているという大問題が横たわっています。
　「物価高で、暮らしはもう限界」「生活にゆとりがほしい」―この３０
年間、賃金が全くあがらなかったところに物価高騰が襲いかかり、暮らし
の苦しさは日を追って深刻になっています。一方で、大企業は３０年間で
純利益が１６倍にも増え、一握りの超富裕層は資産を空前の規模にまで
増やしています。大企業の利益のために、非正規雇用の拡大など人件
費コストカットをひたすら応援した政治の結果です。
　そのうえ、自民党は、もうかっている大企業には法人税減税、消費税
は増税、社会保障は切り捨てという血も涙もない政治を続けています。
　財界からの企業献金にまみれ、財界の指図にしたがって、国民の暮ら
しをないがしろにしてきた自民党政治をこのまま続けてよいのでしょうか。
力をあわせて、こんな腐敗し堕落した政治は終わりにしようではありませ
んか。
　いま、暮らしの苦しさや不安を、高齢者のせいにして世代間の対立を
あおったり、外国人のせいにする排外主義が、政党・政治家によってふ
りまかれています。苦しみをもたらす根源を覆い隠し、政治を変えるため
にみんなが連帯することを妨げることが狙いです。こうした差別と分断、
排外主義と日本共産党は断固としてたたかいます。
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　アメリカと中国など大国が覇権を争うもとで、ＡＳＥＡＮ（東南アジア諸国連合）
は、どちらの大国の側にも立たず、対話と包摂によって平和を構築する
ねばり強い努力を続けています。欧州や米国でも、大軍拡と人々の生活
への攻撃に抗して、困難な中でも左翼・進歩勢力ががんばっています。
　こうした平和・民主主義・人権を求める諸国民・諸政府・市民社会の
たたかいこそ、人類の歴史を前に進める世界の本流です。日本共産党
は、歴史の本流に立って世界に働きかけ、本流を前に動かすための国際
連帯を広げている政党です。
　世界で起きている不合理に心を痛めながら、自分一人に何ができるの
かと諦めてしまったり、目を背けてしまわずに、世界の人 と々連帯して不
合理に一つひとつ立ち向かっていく―こういう生き方がいま大切ではな
いでしょうか。核兵器のない世界、戦争の心配のない世界、すべての人々
の人権と尊厳が尊重される世界をつくるため、ともに手を携えようではあ
りませんか。

　「資本主義というシステムを続けたままでいいのか」。この問いかけが、
いま、世界中で起こっています。
　一握りのグローバル大企業と大資産家は国境を超えて空前の利益をむ
さぼり、その一方で、世界人口の半分以上、５０億人はますます貧しくなっ
ています。目もくらむような「格差と貧困」が拡大していく、これが「自由」
な社会といえるでしょうか。
　大量生産・大量消費・大量廃棄の経済は、温室効果ガスを大量に排
出し、地球温暖化が破局的に進みかねない一歩手前まできています。資
本主義の “もうけさえすれば、あとは野となれ山となれ ”という「利潤第
一主義」が、人類の生存の自由さえおびやかしているのです。
　こんな矛盾と不合理に満ちた資本主義で、人類の歴史はおしまいでしょ

うか。そんなことは決してありません。私たちは、人類は、資本主義を乗
り越えて、次の社会―社会主義・共産主義の社会をつくる力をもって
いると確信しています。
　それは「人間の自由」があらゆる面で花開く社会です。
　生産手段（工場や機械など）を資本家の手から社会全体の手に移し、
自由な意思で結びついた生産者みんなで共有することによって、人間は
「利潤第一主義」から自由になります。それは生産の目的を、資本のも
うけから、人間や社会の発展のためへと変え、人間は格差と貧困から自
由になり、環境破壊や恐慌から自由になり、搾取から自由になります。
　搾取や浪費がなくなることで、労働時間がぐんと短くなり、すべての人
が「自由な時間」を十分にもつことができ、すべての人が「自由な時間」
を使って、それぞれのもつ可能性をのびのびと発展させることができる
―「人間の自由で全面的な発展」こそが、私たちのめざす未来社会
の最大の目的です。
　発達した資本主義国・日本での社会変革には、かつて人類の誰も体
験したことのない壮大な可能性があります。資本主義の発展のもとでつく
られた高度な生産力、経済を規制・管理するしくみ、生活と権利を守るルー
ル、自由や民主主義の制度、豊かな個性など、価値あるものをすべて引
き継ぎ、発展させ、花開かせる、それが私たちの未来社会の展望です。
　いま、世界各地で、資本主義の是非を問う動きとともに、マルクスの『資
本論』への注目が新たに寄せられ、「マルクスがブーム」と言われる状
況が世界的にも生まれ、『資本論』を読む運動が起こっています。そうし
たもと、私たちは、『資本論』を読むムーブメントを日本でもつくろうと呼
びかけています。
　あなたも、矛盾に満ちたこの社会を根本から変える科学的な展望をと
もに学び、日本共産党という党名に込められた未来社会への理想をめざ
してともに歩もうではありませんか。
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　本当にたださなければならないのは、“ごく一部の大企業と大資産家
には巨万の富、９９％の人々には生活苦と将来不安 ”をもたらす政治であ
り、９９％の人々に、弱肉強食の競争と自己責任と分断をおしつけている、
ゆがんだ政治です。“働く人が生み出す富をもっと働く人のものに、大企
業や富裕層にためこまれた富を国民のもとへ ”―連帯の力で、本当に
公正で豊かな社会への改革を進めようではありませんか。

　平和をめぐっても、日本は大きな岐路にあります。
　戦後８１年がたっても、日本列島のいたるところに米軍が駐留し、在日
米軍基地は、海外での戦争の出撃拠点とされています。戦闘機やオスプ
レイなどの危険な訓練もやりたい放題、墜落事故が起きても日本の警察
は捜査ができないなど、異常な事態が続いています。これで「独立国」
といえるのでしょうか。
　日本の自衛隊は、憲法９条のもとで戦後、ただの一人の外国人も殺さず、
ただの一人の戦死者も出していません。ところが、自民党政治のもとで、
そのあり方が根底から変えられようとしています。外国を攻撃するミサイ
ルが日本中に配備され、戦死者が出ることを想定した日米共同訓練も行
われるなど、戦争国家づくりが急速に進んでいます。凄

せい
惨
さん
な地上戦によっ

て甚大な犠牲者を出し、戦後も米軍の重圧のもとで苦しんできた沖縄県
民に、新たな基地をおしつけ、戦争の最前線基地にしようという動きは、
決して許すわけにいきません。
　「アメリカいいなり」の政治は、「戦争だけはだめ」という圧倒的な国
民の願いをもふみにじり、他国を攻撃するための戦争の準備をすすめる
ところまできています。高市政権が進める憲法９条改憲は、「戦争国家づ
くり」への憲法上の歯止めをすべて取り払ってしまおうというものです。「戦
争国家づくり」に反対し、平和を願う国民の声を一つに集めて、この危

険な流れを必ず止めようではありませんか。
　日本共産党は、「東アジア平和提言」を発表し、大軍拡に反対し、憲
法９条を生かした平和外交の力で、戦争の心配のない東アジアをつくるこ
とを提唱し、世界とアジアに働きかけています。さらに、「アメリカいいな
り」の根本にある日米安保条約を、国民多数の合意のもとで解消し、対等・
平等・友好の日米関係への大改革を進めることを大方針としています。
　戦後８１年。もういいかげんに、異常な「アメリカいいなり」の政治は
終わりにしましょう。本当の独立国として、憲法９条を力に、また唯一の
戦争被爆国として、自主自立の平和外交によって世界とアジアの平和に
貢献する、新しい日本をつくろうではありませんか。

　世界を見ると、戦争や飢餓、ひどい人権侵害、排外主義の台頭など、
暗いニュースに覆われているように見えます。世界は、暗い時代へと向かっ
てしまうのかと不安に思えるかもしれません。
　けれど、もっと大きな目で世界を見てほしいのです。ベネズエラ侵略に
つづいて、グリーンランドをよこせという、「法の支配」を投げ捨て「力
の支配」をほしいままにするトランプ米政権に対して、アメリカの同盟国
からも批判の声があがっています。世界の多数の国から国連憲章にもと
づく平和の国際秩序をつくれと声が広がっています。人種差別とのたた
かい、ジェンダー平等を求める運動は、国境も超えた大きな連帯となって、
平和と人権尊重の方向へと世界を動かしています。
　「ノーモア・ヒバクシャ」という被爆者の長年にわたる命懸けの訴えは、
世界の国 と々市民社会を動かし、核兵器禁止条約を誕生させました。条
約に批准・賛成する国々は国連加盟国の半数を超えて広がり、「核兵器
と人類は共存できない」という国際世論となって、核兵器にしがみつく国々
を包囲しています。
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